
第６学年 算数科学習指導案

日 時 平成１８年１０月２０日（金）５校時

場 所 ６年教室

児 童 男９名 女８名 計１７名

指導者 教諭 伊藤 優子

１ 単元名 分数のかけ算とわり算（２）（東京書籍 新しい算数６上） 

２ 単元の目標

○除数が分数である場合の除法計算の意味とその計算のしかたについて理解し、それを用いる能力を高める。

・分数÷分数の計算のしかたを、分数の性質や既習の計算と関連づけて考えようとする。【関心・意欲・態度】

・分数の性質や既習の計算をもとにして、分数÷分数の計算のしかたを考える。 【数学的な考え方】 
・分数÷分数の計算ができる。 【表現・技能】

・分数÷分数の計算の意味やその計算のしかたを理解する。 【知識・理解】

３ 単元について

（１）教材について

学習指導要領第６学年の「数と計算」領域の目標は、「分数の加法及び減法についての理解を深め、適切に

用いることができるようにするとともに、分数の乗法および除法の意味について理解し、それらの計算の仕 
方を考え、適切に用いることができるようにする。」ことである。

本単元の前に、整数の除法の意味を小数へと拡張することは，被除数については第５学年の第２単元「小 
数のかけ算とわり算」で、除数については第８単元「小数のわり算」で行っている。また、分数へ拡張する

ことは、被除数については前単元「分数のかけ算とわり算（１）」で行っている。本単元において、除数につ

いても分数にまで拡張し、除数については一応のまとめの段階となり、小学校での計算の学習を終えること

になる。

分数の除数の意味指導では、等分除的場面で「÷分数」の意味を、１つ分の量を求める演算（全体の量÷ 
いくつ分＝１つ分の量）ととらえ直すことが大切である。そこで、「÷分数」の場面と「÷整数」の場面を

数直線図を手がかりに対比して、両者が同じ構造になっていることをとらえてから、「÷分数」の立式に導 
いていく。

分数の除法の計算方法は、「わる数の分母と分子を入れかえた数をかける」ということを単に暗記させるの

ではなく、単位分数に着目して既習の整数の乗除法に帰着させる方法と、除法に関する計算の性質「わる数

とわられる数に同じ数をかけても商は変わらない」を活用して除数を整数化する方法を用いてまとめていく

ものとする。

そして第３単元では、分数倍について指導する。比較量÷基準量により分数倍を求める方法と、基準量×

分数倍により比較量を求める方法を扱う。さらには比較量と分数倍から基準量を求める際には、数直線図に

数量の関係を表して□を使ってかけ算で立式し、その逆の演算としてわり算で求められることを扱う。これ

らはすべて、小数倍と同様にして求めることができることや、「１つ分の量×いくつ分＝全体の量」でとら

えられることによって、乗法の意味として統合させていく。

さらに発展的な学習として整数、小数、分数の混ざった計算を取り上げ、すべて分数に直して計算すると

簡単にできるという、分数式の手際のよさ「有用性」に気づかせていきたい。

本単元での学習は、中学１年生での正負の数の乗除の学習へ発展していく。

（２）児童について

児童は、算数の学習に意欲的に取り組む子が多く、ドリル学習やプリント問題を最後まで取り組もうとし

たり、毎時間の基本問題について既習事項を使って問題解決にあたろうする姿が多くなってきている。しか

し、解き方の説明や文章問題の様な論理的思考を伴う活動については、苦手であったり、消極的になったり

する児童もいる。

アンケート（５月実施）では、算数の学習が「すき」「どちらかというとすき」と答える児童が６割いる一



方で「むずかしい」と感じている児童もいる。問題や課題の提示の仕方や算数コーナーなどを活用した既習

事項の確認、個別指導の在り方を含め、どの子にも「分かる」授業づくりをしていきたい。

レディネステストの結果を見ると、「１つ分の量」の求め方や「もとにする量×割合＝比べられる量」の 
立式を正しくできない子が多くみられた。乗法か除法かの判断で迷う子が見られるので、数直線図を活用し

た指導を大切にしていきたい。また、約分ができていない子も数名いるので、計算の途中で正しく処理でき

るよう個別に支援を行っていきたい。

（３）指導について

本単元のねらいは、児童にとって理解しにくいと言われている「÷分数」の意味と計算のしかたを理解さ

せることにある。また、子どもたちの実態から、分数を用いた文章題から立式することも困難な点と考えら

れるので、以下の点を重点として指導にあたっていきたい。

まず、「÷分数」の意味を理解させるために、わる数が整数の場合と対比させながらとらえさせていく。

子どもたちにとって分数の場合、包含除よりも等分除の考えが難しいと考えられるので、数直線図と言葉の

式を根拠に、分数の場合でも整数や小数と同じように、除法が「１つ分の量」を求めている演算であること

を理解させたい。

次に、「÷分数」の計算方法の指導では、「わる数の分母と分子を入れかえた数をかける」という手続きを

暗記して終わることのないよう、既習事項を生かして考えられる解き方を取り上げる。単位分数に着目して

考えること、数直線の活用、わり算のきまりを用いて考えることなどから除数の逆数をかける点に着目して

まとめていくものとする。

そして、分数の乗除の立式と分数倍の指導では、数量の関係を数直線図で表し、その数直線図を読むこと

により乗法の意味である「１つ分の量（基準量）×いくつ分（割合）＝全体量（比較量）」の考えに基づい

て、乗法か除法かの判断をさせていきたい。

さらに発展として、分数の除法計算の方法を学習した後で、乗除混合計算および小数や帯分数の混ざった

計算を取り上げ、分数で計算するよさを分からせたい。

４ 教材の関連と発展

↓

↓

↓

５年 中学

⑥分数のかけ算とわり算（１） 
・分数×整数の計算

・分数÷整数の計算

・分数×分数の計算

本単元 分数のかけ算とわり算

（２）

・分数÷分数の計算

・分数の乗除の意味の拡張

（第一～第三用法）

・正負の数の乗除 （１年）①小数と整数のしくみ

・小数の意味（小数第二位、三

位）、構成、大小比較

②小数のかけ算とわり算

・小数×整数の計算

・小数（整数）÷整数の計算

・小数倍の意味

⑦小数のかけ算

・小数×小数の意味と計算

・小数の乗法の意味の拡張

（第一用法、第二用法）

⑧小数のわり算

・小数÷小数の意味と計算

・小数の除法の意味の拡張

（第一用法、第三用法）

６年 



５ 指導計画 全１４時間

具体の評価規準小

単

元

時

間

学習活動 Ａ

十分満足できる

Ｂ

おおむね満足できる

主となる既習事項

２

・３／４dℓのペンキで２
／５㎡の板を塗るとき

１ｄℓでぬれる面積を

求める式を考える。

・２／５÷３／４の計算

の仕方を考える。

・真分数÷真分数の計算

の仕方をまとめる

・真分数÷真分数の計算

に取り組む。 

〈習熟問題①〉 

【関】分数の除法の意味に

ついて数直線図や言葉

の式など様々な既習事

項を使って考えようと

している。

【考】図や計算のきまりな

どを用いて既習のわり

算に帰着して真分数÷

真分数の計算の仕方を

考えている。

【表】真分数÷真分数の計

算が正しくできる。

【関】分数の除法の意味に

ついて、数直線図などを

用いて考えようとして

いる。

【考】図や計算のきまりを

用いて、既習の分数×整

数・分数÷整数の形に直

して真分数÷真分数の

計算のしかたを考えて

いる。

【表】真分数÷真分数の計

算ができる。

・整数÷整数

・分数÷整数

・数直線図

・わり算の計 
算のきまり

１

・９／１０÷３／４の計

算の工夫を考える。

・５÷２／３の計算の仕

方を考える。

〈習熟問題①②〉

【表】整数÷分数の計算が

正しく速くできる。

【知】計算の途中で約分す

ると速く簡単に処理で

きることを理解し使え

る。 

【表】整数÷分数の計算が

できる。

【知】計算の途中で約分す

ると簡単に処理できる

ことを理解している。

・約分

・真分数÷真

分数

・整数を分母

が１の分数

になおす

１

・３／４÷６／５×１／

５の計算の仕方を考え

る。 
【発展】分数と小数の混

ざった計算の仕方につ

いて知り、分数の乗除

混合計算についての関

心を広げる。

〈習熟問題①②③〉

【関】分数と小数の混ざっ

た分数の乗除混合計算

に積極的に取り組もう

といている。

【表】３口の分数の乗除混

合計算が正しくできる。

【関】分数と小数の混ざっ

た計算は小数を分数に

直して計算しようとし

ている。

【表】３口の分数の乗除混

合計算ができる。

・分数のかけ

算

・真分数÷真

分数

・約分

・小数を分数

になおす

(1)
分

数

の

わ

り

算

１

・「７／４ⅿの重さが２／

５㎏のホースがありま

す。」という文章をもと

にして立式をする。

〈習熟問題①②〉

【考】問題場面における数

量の関係を、数直線図な

どをもとに、正しく立式

しその根拠を説明して

いる。

【表】問題場面における数

量の関係を、数直線図を

用いて立式し答えを求

めることができる。

【考】問題場面における数

量関係を数直線図など

をもとに正しく立式し

ている。

【表】問題場面における数

量の関係を、数直線図を

用いて立式することが

できる。 

・１あたりの

量を求める

式

・数直線図

・真分数÷真

分数



１

【発展】逆数について知

り、分数の乗除につい

ての興味関心を広げ

る。 
〈習熟問題①②〉

【関】逆数の意味を知り、

積極的に活用しようと

したり、それらのよさを

見つけようとしたりし

ている。

【関】逆数の考えに関心を

もち、自ら活用しようと

したり、それらのよさを

見つけようとしたりし

ている。

１

・３／４時間は何分か考

える。

・４０分は何時間か考え

る。 
・「もの知りコーナー」を

読み、分数についての

おかしな話を知る。 

〈習熟問題①②〉

【表】時間を分数表示して

問題解決に的確に用い

ることができる。

【知】時間の分数表示のし

方を理解している。

【表】時間を分数表示して

問題解決に用いること

ができる。

【知】時計の図をもとに、

時間の分数表示につい

て理解している。

・時間の換算

・速さの公式

・帯分数を仮 
分数にする

１

・「力をつけよう」の練習

問題に取り組む。 

〈習熟問題①②③〉

【表】学習内容を正しく用

いて、確実に問題を解決

することができる。

【表】学習内容を正しく用

いて、問題を解決するこ

とができる。

・分数のわり

算

・分数の乗除

混合計算

・速さの公式

・時間の分数

表示

１

・５／４ⅿ、３／８ｍは、

１／２ｍの何倍かの求

め方を考える。

・比較量、基準量が分数

のときの何倍かを求め

る方法をまとめる。

〈習熟問題①②〉

【考】比較量、基準量が分

数の場合も、図などを用

いることによって整数

倍に帰着して考えてい

る。 
【知】比較量、基準量が分

数の場合も、何倍かは除

法で求められることを

理解し説明できる。

【考】比較量、基準量が分

数の場合も、数直線図を

用いることによって整

数倍に帰着して考えて

いる。

【知】比較量、基準量が分

数の場合も、何倍かは除

法で求められることを

理解している。

・何倍かの求

め方（整数、

小数）

・分数のわり

算

(3)
分

数

の

倍

と

か

け

算

・

わ

り

算

１

本

時

じ
時
・６００円の６／５倍、

３／５倍の代金の求め

方を考える。

・基準量の分数倍にあた

る大きさの求め方をま

とめる。

〈習熟問題①②〉

【表】基準量の分数倍にあ

たる大きさを確実に求

めることができる。

【知】倍を表す数が分数の

場合も、比較量を求める

には、整数や小数同様に

乗法を用いることを理

解している。

【表】基準量の分数倍にあ

たる大きさを基準量×

何倍の式で求めること

ができる。

【知】倍を表す数が分数の

場合も、比較量を求める

には、乗法を用いること

を理解している。

・分数のかけ

算

・もとにする

量 × 何 倍

（整数、小

数）＝比べら

れる量



１

・９００円がもとの値段

の５／３倍に当たると

きの、もとの値段を求

める方法を〈考える。

・□を用いて立式、□に

当てはまる数を求め

る。 
〈習熟問題①②〉

【表】倍を表す数が分数の

場合も、基準量を求める

ことができる。

【知】倍を表す数が分数の

場合も、基準量は整数、

小数同様に比較量÷何

倍で求められることを

理解している。

【表】倍を表す数が分数の

場合も、□を用いるなど

して基準量を求めるこ

とができる。

【知】倍を表す数が分数の

場合も、基準量は比較量

÷何倍で求められるこ

とを理解している。

・比較量÷何

倍（整数、小

数）＝基準量

・分数のわり

算

１

・「たしかめよう」に取り

組む。 

〈習熟問題①②③〉

【表】学習内容を用いて

様々な問題を確実に解

決することができる。

【知】基本的な学習内容に

ついて確実に理解して

いる。

【表】学習内容を用いて問

題を解決することがで

きる。

【知】基本的な学習内容に

ついて理解している。

・分数のかけ

算

・分数のわり

算

・時間と分数

・分数倍とか

け算・わり算

１

・「おもしろチャレンジ問

題」に取り組む。 
【関】分数式のよさに気づ

き今後の学習や生活に

生かそうとしている。

【知】乗除混合計算や小

数、整数、分数の混合計

算をすべて分数の乗法

の計算にまとめること

ができることを理解す

る。 

【関】分数式のよさに気づ

き今後の学習に生かそ

うとしている。

【知】乗除混合計算や小

数、整数、分数の混合計

算を分数の乗法計算に

まとめることができる

ことを理解する。

・分数のかけ

算

・分数のわり

算

・整数➝分数

・小数➝分数

・帯分数➝仮

分数

６ 本時の指導

（１）目標

・倍を表す数が分数の場合も、何倍かにあたる大きさは基準量×何倍で求められることを理解する。

（２）具体の評価規準

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て

知識

理解

倍を表す数が分数の場

合も、整数、小数同様に

乗法を用いて比較量を求

めることを理解し説明し

ている。

倍を表す数が分数の場

合も、比較量を求めるには

乗法を用いてよいことを

理解している。

もとにする量を１とみたとき何倍かに

あたる量をもとめるにはかけ算を用いる

ことは整数の場合と同じであることを数

直線図で示して考えさせる。

表現

処理

基準量の分数倍にあた

る大きさを素早く立式し

正しく求めることができ

る。 

基準量の分数倍にあた

る大きさを、基準量×何

倍の式で求めることがで

きる。

基準量（１つ分）と何倍かをしっかり

とらえさせて立式させる。分数のかけ算

を正しく計算できるよう手順を確かめさ

せる。

（３）仮説とのかかわり

仮説１〈既習事項をもとにして見通しをもたせる指導の工夫〉とのかかわり

比較量や基準量を数直線図に表すことで、数量の関係を明確にすることができることを分からせ見

通しを持つことにつなげる。既習事項である「１つ分×いくつ分＝全体」・「もとにする量×割合＝比

べられる量」を思い出させ、整数や小数と同じ考え方が使えることに気づくようにさせたい。

仮説２〈習熟問題の内容・提示の工夫〉とのかかわり



類似問題は、数直線図を書くことにより、もとにする量と比べられる量の関係を把握し、答えの確

かめにさせたい。習熟問題には、比較量が基準量より大きくなる問題と小さくなる問題を準備し、理

解を深めさせたい。早く進む子どもには、難易度を上げた問題に取り組ませたい。

プリント学習は、自己採点させ習熟を進めさせ、つまづきのある児童の個別支援を行いたい。

（４）展開

段

階 学習活動 ・指導上の留意点 ○支援 評価

つ

か

む

５

分

１ 問題を把握する。

↓

２ 課題を把握する。

・ 数量の関係を分数倍で表して

いることをとらえさせる。

見

通

す

７

分

３ 見通しをもつ。

（１）答えの見通し

・筆箱の代金より高いか安いか

（２）方法の見通し

・数直線図に表すと分数の大きさ

をとらえやすい。

（３）考え方の見通し

・倍を表す数が整数や小数の場合

どうだったか。

・ 筆箱の代金６００円がもとに

する量であることをおさえさ

せる。

調

べ

る

17
分

４ 自力解決する。

・立式する。

・自分の考えた式を説明する方法を考 
える。

数直線図

言葉の式 

○個別に支援を行う。数直線図に分

数の大きさを表せるよう支援を

行う。数直線図から立式できない

場合は、整数に置き換えて考えさ

せる。

筆箱の代金は６００円です。色
鉛筆の代金は、筆箱の６／５倍、
ノートの代金は、筆箱の３／５倍
です。
色鉛筆の代金とノートの代金
を、それぞれ求めましょう。

分数の倍にあたる大きさを
求めるには、どんな計算をすれ
ばよいか考えよう。

仮説１とのかかわり

・ 筆箱の代金を１とみたと

きに６／５，３／５はど

んな大きさであるのか数

直線図に表すと明確にな

ることに気づかせる。

・ 倍を表す数が整数や小数

の場合については既習で

あることをおもいださせ

る。 



５ 発表し、検討しあう。

・数直線図と言葉の式を根拠に立式し

たものを取り上げる。

・６００×６／５ 
・６００×３／５ 
・もとにする量×何倍＝何倍かに当た

る量 

・数直線図と言葉の式から、かけ算

の式になることを確かめ合わせ

る。 
・整数や小数の場合と同様である

ことに気付かせたい。

ま

と

め

る

３

分

６ 学習のまとめをする。 ・６００円を１とみたとき、６／５

にあたる代金は、７２０円

６００×６／５＝７２０

３／５にあたる代金は、３６０円

６００×３／５＝３６０

を全体で確認しおさえさせる。

◎倍を表す数が分数の場

合でも比較量を求める

には、乗法を用いるこ

とを理解している。

【知識・理解】

（発言・ノート）

広

め

る

13
分

７ 練習問題を解く。 
（１） 類似問題を解く。 
・１０㎏をもとにすると、その３／４

倍は何㎏ですか。

・４ℓを１とみると、５／８にあたる

かさは何ℓですか。

（２）習熟問題

①比較量が基準量より大きくなる問

題

比較量が基準量より小さくなる問

題

②難易度を上げた問題

８ 自己評価をする。

・学習を振り返って感想を書き、発表す

る。 

・類似問題を解くことで、まとめの

確認をする。

◎基準量の分数倍にあた

る大きさを、基準量×

何倍の式で求めること

ができる。

【表現・処理】

（ノート・プリント）

分数の倍にあたる大きさも

整数や小数のときと同じよう

に、かけ算で求めることができ

る。 

仮説２とのかかわり

・類似問題は、数直線図を書

いて、答えの確かめをさせ

る。 
・習熟問題は自己採点しなが

ら取り組む。 
・間違いのあった児童やつま

ずきやすい児童は、個別指

導をし、再度、類似問題と

同様のプリント学習に取

り組む。 



７ 板書計画

問題 課題 まとめ

０ □ ６００ □ 1200 
見通し

６００円より高いか安いか

数直線図

６００円を１とみると ０ ３ １ ６ ２

整数倍 ５ ５

小数倍 もとにする量×何倍＝比べられる量

６００×６／５＝７２０ 練習

Ａ ７２０円 １０㎏の３／４倍は何㎏ 
６００×３／５＝３６０

Ａ ３６０円 ４ℓの５／８倍は 

筆箱の代金は６００円です。色
えんぴつの代金は筆箱の６／５
倍、ノートの代金は筆箱の３／５
倍です。それぞれの代金を求めま
しょう。

分数の倍にあたる大き
さを求めるには、どんな
計算をすればよいか考え
よう。

分数の倍にあたる大きさ

も整数や小数のときと同じ

ようにかけ算で求めること

ができます。




